
講義コード 1BD0280001

講義名称 プロジェクトマネジメント　＜秋＞

科目英文名 Project Management

開講責任部署 ビジネスデザイン学部　ビジネスデザイン学科

代表ナンバリングコード BUSA3740

単位数 2.0

時間割 秋学期: 木曜日２時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

「研究テーマ：PMBOKの基礎と組織構造論」
仕事に限らず、体育系クラブであれば試合に勝つこと、文科系クラブであればイベントに合わせて準備を整えること。これらは、立派なプロジェクト活動である。
個人の生活レベルでも、自宅を建てたり、親として子供の受験をサポートしたり、プロジェクトの重要性は言うまでもなく大きい。リーダーシップは生まれつき備
わった能力ではなく、個々が、努力によって身に着けるスキルである。本講義では、ビジネスパーソンとして必要不可欠なプロジェクトマネジメントの初歩的な知
識を学び、さらに、ケーススタディを通じてプロジェクトの進め方を疑似体験してもらう。

学習
（到
達）
目標

社会人としてプロジェクトを推進するための基礎となる知識を得ること。将来、PMBOKなどの資格を得る前提条件として、初歩的な体系的知識を得ること。ま
た、プロジェクト推進の前提として、「組織論」（中小企業診断士一次試験「企業経営理論」）の導入部分についても学ぶ。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント）

・3回の提出レポートにより評価する。
　①過去に経験したPBLについての振り返り　②自分の就職活動プロジェクト　③戸建て住宅建設プロジェクト
・ただし、講義内におけるケーススタディに対する発言内容を、平常点として、評価の参考に使う場合がある。
・講義内容は予定であり、変更する場合がある。

テキスト

事前および事後学習の指示 事前：前回の講義内容の確認。
事後：興味を持った分野を、教員が紹介するテキストで自己学習すること。社会人になってからの成長に、必ず役立つ。

氏名 オフィスアワー メールアドレス 研究室

◎ 津田　敏夫 春学期　木曜日　4限
秋学期　木曜日　3限

ts.tsuda@andrew.ac.jp あべのBDL　7D

授業形
態

講義 アクティブラーニング プレゼンテーション

グループワーク 実務経験のある教員による授業①
担当教員は、メガバンク入行後、公的機関を経て、現在
はコンサルティング会社の会長を務める。一般社団法人
大阪府中小企業診断士協会 会長。

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

小レポート/小テスト ディベート(討論、討議)

回 内容

第1回
【対面】オリエンテーション
(1)講義の流れ、評価方法など
(2)この講義で学ぶ項目

第2回
【オンライン】プロジェクトの基本①
(1)PMBOK
(2)プロジェクトマネジメントとは

第3回
【オンライン】プロジェクトの基本②
(1)WBS
(2)リスク管理

第4回
【オンライン】プロジェクトの基本③
(1)進捗管理
(2)第一回課題の説明

第5回
【オンライン】プロジェクトの基本④
(1)クリティカルパス
(2)リーダーシップ論

第6回

【オンライン】プロジェクトの基本⑤
(1)戦略的意思決定
(2)金融機関について（就活）
(3)第二回課題の説明

第7回 【オンライン】家づくりプロジェクト①
(1)戦略的意思決定

第8回
【オンライン】組織構造論①
(1)組織の概念
(2)分業

第9回 【対面】組織構造論②
(1)ゲストスピーカー

第10回

【対面】家づくりプロジェクト②・組織構造論③
(1)ゲストスピーカー
(2)講義
(3)第三回課題の説明

第11回
【対面】プロジェクトの実際
(1)ビデオ視聴
(2)感想文作成

第12回
【対面】組織構造論④
(1)講義
(2)ケーススタディ

第13回
【対面】組織構造論⑤
(1)講義
(2)ケーススタディ

第14回
【対面】組織構造論⑥
(1)講義
(2)ケーススタディ

第15回
【対面】組織構造論⑦
(1)講義
(2)ケーススタディ

試験

レポート 100%

その他

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１． 伊藤大輔
プロジェクトマネジメ
ントの基本が面白いほ
ど身につく本

学生独自購入 4046050829 KADOKAWA
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